
【県民の日記念イベント(2025.6.15)】

栃木県危機管理防災局消防防災課・（公財）栃木県消防協会
2026年３月発行

○県では、消防・防災に関する学生サークルの活動が充実したもの
となるよう、関係機関との連絡調整や資機材の提供などの支援を
実施しています。

○地域防災に関心を持つ若者が
　増えることによって、地域防
　災の要である消防団や自主防
　災組織などの充実強化を目指
　しています。

とちぎ学生防災サークル支援事業とは…

・DAME-iTでは新たに参加していただけるサークルを
積極的に募集していますので、「話を聞きたい」と
いう方は県消防防災課までお問い合わせください！

・なお、DAME-iTの活動内容は、各SNSでも発信して
いますので要チェック！！

DAME-iT 参加サークル募集中♪

DAME-iT 全体としての活動

○県内大学等において、消防・防災に関する活動を継続的に実施し
ている学生サークルが集まって、活動内容に係る情報交換や合同
での活動の実施など、サークル活動が、より一層充実するよう取
り組んでいます。

○愛称　　　　 は、｢DisasterActionMEmber-inTochigi｣の略ですが、
決めたことは実行する！という強い意志の表れでもあります。

とちぎ学生防災サークル　　　　　とは…
【令和７年度とちぎ学生防災サークル活動報告会（2026.2.24）】

DAME-iT

DAME-iT
ディームイット

＜各サークル代表者＞

帝京大学
大橋 代表

作新学院大学
森谷 代表

国際医療福祉大学
西山 代表

佐野日本大学短期大学
阿部 代表

宇都宮大学　
加藤 代表

・消防団員は、自分の仕事を持ちながら地域防災の担い
手として、地域に密着し、住民の安全と安心を守る
という重要な役割を果たしています。

・消防団の活動を通じて幅広い年代の人たちと交流で
き、自分自身の成長にもつながります。

・「地域の役に立ちたい、何かしてみたい」という方は、消防団
への入団を考えてみてはいかがでしょうか。

キミもつづけ！街の HERO 消防団

○とちぎ学生防災サークル支援事業について

（公財）栃木県消防協会

栃木県危機管理防災局消防防災課 お住まいの市役所・町役場
または、消防署まで

○消防団について

TEL   028‒623‒2127 FAX  2146

TEL   028‒666‒5381

マイ・タイムラインリーダー認定講習会＆バスツアー
（2025.12.13）

下館河川事務所と連携してマイ・タイムラインリーダー講座を受講し、認定証
を取得しました。また、鬼怒川・小貝川周辺の関東東北豪雨による被災箇所も
訪れ、現地の状況を確認しました。講座での学習に加えて実際の現場を巡っ
たことで、防災・水害への理解が深まり、学習効果も一層高まりました。

とちぎ
学生防災サークル

支援事業

とちぎ
学生防災サークル

支援事業

2025年度

佐野日本大学短期大学　 SLL（Sanotan Life Line）

代　表：阿部　彩華

発　足：令和６(2024)年

部員数：８名

SLLには、「ここで学ぶ防災の知識
が、災害時の命綱になってほし
い」という思いを込めています。活
動では、防災の体験や実践を通し
て、知識だけでなく“経験”や“人と
のつながり”も育み、防災への意識
を高めることを目指しています。

SLL×コラボ活動

・SLLとしてコラボ活動をテーマと
し、地域・企業・教育機関・行政・
消防団・民間ボランティアなど様々
な団体と活動しました。

・地域の防災フェスや防災訓練に参加
したり、小学校の先生とHUG(避難
所運営ゲーム)を行うことで、防災
意識の向上につながりました。

佐野市消防団再編計画策定懇談会

・消防団の現状や課題点などを
聞くことができ、佐野市長や
女性消防団員の方との対談も
行いました。実際に消防団再
編計画策定懇談会に参加して
の感想や将来就きたい職業に
ついて話し合いました。　

SANOTAN防災ファミリーフェスタ
・学内のファッションビジネス
フィールドと出展し、防災クイズ
や新聞紙・ゴミ袋を利用した簡易
的防災グッズの体験・一輪車体
験・毛布たんかなどをスタンプラ
リーで楽しく防災について学べる
よう工夫しました。

～主な取組～
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帝祭（学園祭）

・11月１,２日に炊き出しを意識し
てシチューを販売しました。多
くの人に訪問していただき、無
事完売することができました。

中央小学校防災訓練
・11月23日に空き缶と牛乳パック
を使ったご飯炊きの実演を実施
しました。身近なものでご飯が
炊けることを訓練の参加者に体
験してもらいました。

茂木町イベント

・11月８日に茂木町の元気アップ館でイ
ベントに参加しました。空き缶での炊
飯を行い、多くの人に災害時のご飯の
炊き方を伝えることができました。

～主な取組～

防災士養成講座　
・私たち防災サークルtellは運営の
補助をさせていただきました。
質疑応答の対応を積極的に行い
ました！

作新祭（学園祭）　
・11月9日に作新学院大学でこれまで
の活動をまとめたパネルや防災グッ
ズ、非常食等の展示を行いました。
防災を身近に感じてもらい、災害の
恐ろしさや防災の大切さなどを沢山
の方々に知っていただきました。

避難訓練
・避難後には、消防士の皆様に訓練の
講評とご指導をいただいたほか、消
火器とエアーストレッチャーの使用
体験を行いました。

・災害時の行動を理解することで、逃
げ遅れによる人的被害ゼロの実現や
防災教育に一層の推進が図られる防
災訓練となりました。

～主な取組～

代　表：大橋　渓弥

発　足：平成23(2011)年

部員数：56名

帝京大学　防災ボランティアERSU 作新学院大学　防災サークルtell

ERSUの活動目標は地域全体の防
災意識の向上です。今年度は宇都
宮市内外のイベント等で目標に向
けて尽力してきました。来年度も
全力で活動していきます。

代　表：森谷　皓生

発　足：平成30(2018)年

部員数：７名

防災士資格取得に励み他の大学
サークルと共に活動しながら防
災知識を高めていきます。

代　表：西山　佑奈

発　足：平成25(2013)年

部員数：27名

様々な防災に関するイベントに参加し、
防災に関する知識を深めるとともに、地
域の方々に向けて伝える活動を行い、地
域防災力の向上に努めています。今後は
災害支援にも力を入れていきたいです。

国際医療福祉大学　 災害復興・対策チームあおぞら

代　表：加藤　優喜

発　足：平成23(2011)年

部員数：28名

東日本大震災の復興支援を目的
として発足したサークルです。
現在は、東日本大震災を風化さ
せないための活動「ともしびプ
ロジェクト」を皆さんと一緒に
行っています。

炊き出し練習

・国際医療福祉セミナーハウスにて
新入生歓迎会をかねた炊き出し練
習を行いました。災害時を意識し
て手間が減らせるよう工夫しなが
ら進めました。サークルメンバー
とより一層団結できました。

スタディツアー＠大川小・門脇小

・ともしびプロジェクト宇都宮支部と
共催し、宮城県の門脇小学校と大川
小学校を訪れ、語り部の皆様からの
お話や震災遺構の見学を通して、震
災当時の様子を詳しく知ることがで
きました。

峰ヶ丘祭（学園祭）
・11月22,23日に峰ヶ丘祭で参加
者の防災意識向上を目的とし
た脱出ゲームを企画・運営し
ました。脱出ゲームに地震を
想定した内容を盛り込み、命
を守る重要性を伝えることが
できました。

ココロツナガル３.11
・３月11日に宇都宮大学でキャンド
ルアートを作成するイベントをと
もしびプロジェクトの皆さんと合
同で開催し、約4000個のろうそ
くに火を灯し、壮大なキャンドル
アートを制作しました。

風化祭 （大学祭） 11月

・肉巻きおにぎりや豚汁の販売を行
い、毎年行っている炊き出し練習の
経験を生かすことが出来ました。ま
た、防災クイズを添付したパンフ
レットの配布も行い、防災について
考える機会になりました。

自衛隊防災訓練

・災害時に生かせる即席担架や止血法
などをレクチャーしていただき、
楽しく防災や救急について学ぶこ
とができ、防災医療についても理
解を深めることができました。

～主な取組～ ～主な取組～

宇都宮大学　UP（宇大生プロジェクト）
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事完売することができました。

中央小学校防災訓練
・11月23日に空き缶と牛乳パック
を使ったご飯炊きの実演を実施
しました。身近なものでご飯が
炊けることを訓練の参加者に体
験してもらいました。

茂木町イベント

・11月８日に茂木町の元気アップ館でイ
ベントに参加しました。空き缶での炊
飯を行い、多くの人に災害時のご飯の
炊き方を伝えることができました。

～主な取組～

防災士養成講座　
・私たち防災サークルtellは運営の
補助をさせていただきました。
質疑応答の対応を積極的に行い
ました！

作新祭（学園祭）　
・11月9日に作新学院大学でこれまで
の活動をまとめたパネルや防災グッ
ズ、非常食等の展示を行いました。
防災を身近に感じてもらい、災害の
恐ろしさや防災の大切さなどを沢山
の方々に知っていただきました。

避難訓練
・避難後には、消防士の皆様に訓練の
講評とご指導をいただいたほか、消
火器とエアーストレッチャーの使用
体験を行いました。

・災害時の行動を理解することで、逃
げ遅れによる人的被害ゼロの実現や
防災教育に一層の推進が図られる防
災訓練となりました。

～主な取組～

代　表：大橋　渓弥

発　足：平成23(2011)年

部員数：56名

帝京大学　防災ボランティアERSU 作新学院大学　防災サークルtell

ERSUの活動目標は地域全体の防
災意識の向上です。今年度は宇都
宮市内外のイベント等で目標に向
けて尽力してきました。来年度も
全力で活動していきます。

代　表：森谷　皓生

発　足：平成30(2018)年

部員数：７名

防災士資格取得に励み他の大学
サークルと共に活動しながら防
災知識を高めていきます。

代　表：西山　佑奈

発　足：平成25(2013)年

部員数：27名

様々な防災に関するイベントに参加し、
防災に関する知識を深めるとともに、地
域の方々に向けて伝える活動を行い、地
域防災力の向上に努めています。今後は
災害支援にも力を入れていきたいです。

国際医療福祉大学　 災害復興・対策チームあおぞら

代　表：加藤　優喜

発　足：平成23(2011)年

部員数：28名

東日本大震災の復興支援を目的
として発足したサークルです。
現在は、東日本大震災を風化さ
せないための活動「ともしびプ
ロジェクト」を皆さんと一緒に
行っています。

炊き出し練習

・国際医療福祉セミナーハウスにて
新入生歓迎会をかねた炊き出し練
習を行いました。災害時を意識し
て手間が減らせるよう工夫しなが
ら進めました。サークルメンバー
とより一層団結できました。

スタディツアー＠大川小・門脇小

・ともしびプロジェクト宇都宮支部と
共催し、宮城県の門脇小学校と大川
小学校を訪れ、語り部の皆様からの
お話や震災遺構の見学を通して、震
災当時の様子を詳しく知ることがで
きました。

峰ヶ丘祭（学園祭）
・11月22,23日に峰ヶ丘祭で参加
者の防災意識向上を目的とし
た脱出ゲームを企画・運営し
ました。脱出ゲームに地震を
想定した内容を盛り込み、命
を守る重要性を伝えることが
できました。

ココロツナガル３.11
・３月11日に宇都宮大学でキャンド
ルアートを作成するイベントをと
もしびプロジェクトの皆さんと合
同で開催し、約4000個のろうそ
くに火を灯し、壮大なキャンドル
アートを制作しました。

風化祭 （大学祭） 11月

・肉巻きおにぎりや豚汁の販売を行
い、毎年行っている炊き出し練習の
経験を生かすことが出来ました。ま
た、防災クイズを添付したパンフ
レットの配布も行い、防災について
考える機会になりました。

自衛隊防災訓練

・災害時に生かせる即席担架や止血法
などをレクチャーしていただき、
楽しく防災や救急について学ぶこ
とができ、防災医療についても理
解を深めることができました。

～主な取組～ ～主な取組～
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【県民の日記念イベント(2025.6.15)】

栃木県危機管理防災局消防防災課・（公財）栃木県消防協会
2026年３月発行

○県では、消防・防災に関する学生サークルの活動が充実したもの
となるよう、関係機関との連絡調整や資機材の提供などの支援を
実施しています。

○地域防災に関心を持つ若者が
　増えることによって、地域防
　災の要である消防団や自主防
　災組織などの充実強化を目指
　しています。

とちぎ学生防災サークル支援事業とは…

・DAME-iTでは新たに参加していただけるサークルを
積極的に募集していますので、「話を聞きたい」と
いう方は県消防防災課までお問い合わせください！

・なお、DAME-iTの活動内容は、各SNSでも発信して
いますので要チェック！！

DAME-iT 参加サークル募集中♪

DAME-iT 全体としての活動

○県内大学等において、消防・防災に関する活動を継続的に実施し
ている学生サークルが集まって、活動内容に係る情報交換や合同
での活動の実施など、サークル活動が、より一層充実するよう取
り組んでいます。

○愛称　　　　 は、｢DisasterActionMEmber-inTochigi｣の略ですが、
決めたことは実行する！という強い意志の表れでもあります。

とちぎ学生防災サークル　　　　　とは…
【令和７年度とちぎ学生防災サークル活動報告会（2026.2.24）】

DAME-iT

DAME-iT
ディームイット

＜各サークル代表者＞

帝京大学
大橋 代表

作新学院大学
森谷 代表

国際医療福祉大学
西山 代表

佐野日本大学短期大学
阿部 代表

宇都宮大学　
加藤 代表

・消防団員は、自分の仕事を持ちながら地域防災の担い
手として、地域に密着し、住民の安全と安心を守る
という重要な役割を果たしています。

・消防団の活動を通じて幅広い年代の人たちと交流で
き、自分自身の成長にもつながります。

・「地域の役に立ちたい、何かしてみたい」という方は、消防団
への入団を考えてみてはいかがでしょうか。

キミもつづけ！街の HERO 消防団

○とちぎ学生防災サークル支援事業について

（公財）栃木県消防協会

栃木県危機管理防災局消防防災課 お住まいの市役所・町役場
または、消防署まで

○消防団について

TEL   028‒623‒2127 FAX  2146

TEL   028‒666‒5381

マイ・タイムラインリーダー認定講習会＆バスツアー
（2025.12.13）

下館河川事務所と連携してマイ・タイムラインリーダー講座を受講し、認定証
を取得しました。また、鬼怒川・小貝川周辺の関東東北豪雨による被災箇所も
訪れ、現地の状況を確認しました。講座での学習に加えて実際の現場を巡っ
たことで、防災・水害への理解が深まり、学習効果も一層高まりました。

とちぎ
学生防災サークル

支援事業

とちぎ
学生防災サークル

支援事業

2025年度

佐野日本大学短期大学　 SLL（Sanotan Life Line）

代　表：阿部　彩華

発　足：令和６(2024)年

部員数：８名

SLLには、「ここで学ぶ防災の知識
が、災害時の命綱になってほし
い」という思いを込めています。活
動では、防災の体験や実践を通し
て、知識だけでなく“経験”や“人と
のつながり”も育み、防災への意識
を高めることを目指しています。

SLL×コラボ活動

・SLLとしてコラボ活動をテーマと
し、地域・企業・教育機関・行政・
消防団・民間ボランティアなど様々
な団体と活動しました。

・地域の防災フェスや防災訓練に参加
したり、小学校の先生とHUG(避難
所運営ゲーム)を行うことで、防災
意識の向上につながりました。

佐野市消防団再編計画策定懇談会

・消防団の現状や課題点などを
聞くことができ、佐野市長や
女性消防団員の方との対談も
行いました。実際に消防団再
編計画策定懇談会に参加して
の感想や将来就きたい職業に
ついて話し合いました。　

SANOTAN防災ファミリーフェスタ
・学内のファッションビジネス
フィールドと出展し、防災クイズ
や新聞紙・ゴミ袋を利用した簡易
的防災グッズの体験・一輪車体
験・毛布たんかなどをスタンプラ
リーで楽しく防災について学べる
よう工夫しました。

～主な取組～
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